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ど現象はたいへん複雑である。一般に、開放水面では、飛沫発生は風速と波高に関連づけられる(Jones and Andreas, 





の粒径計測範囲を 32 分割し、粒子の粒径とその個数を 1 秒毎に記録できる。雨量計型しぶき計は船舶用雨量計に
しぶき捕捉部を取り付けた構成である。両しぶき計とも海水飛沫の連続観測が可能である。 
観測は大型砕氷船である「しらせ」（基準排水量約12,650[t]）の開放水面航行期間に2航海（JARE-55、 JARE-
56）実施した。SPC 型しぶき計は最上層甲板（06 甲板）中央に、雨量計型しぶき計は暴露貫通甲板(01 甲板)左・
右舷に 1台ずつ設置した。海水飛沫の飛来量（しぶき量）と粒径分布の計測データは、しらせで計測されている気
象データ、航行データを用いて解析した。風速、風向、船速、船首方向、うねり、風浪のデータとしぶき量との
相関分析を実施した結果、1 時間当りのしぶき量と相対風速の間に最も強い相関が見られた。Figure 1 に 06 甲板



















Figure 1  Correlation diagram of the amount of seawater spray 
measured by the SPC and relative wind velocity. 
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ここで、 ௦ܹ は風速、 ௔ܶ、		 ௙ܶ、		 ௪ܶ はそれぞれ気温、結氷温度、海水温である。しかし、(1)式分母では着氷速度
がしぶき量によって一義的に決まるという仮定を用いて定数 0.3 を導いており、分子が気温に依存して増加するこ
とと矛盾するという指摘がある(Makkonen et al., 1991)。結氷温度に近い海水では、分母を 1として扱っても差し支
えないので、ここでは ௦ܹሺ ௙ܶ െ ௔ܶሻ の有効性を研究した。船体着氷と防波堤灯台に成長する海水飛沫着氷は同様の
現象であるので、本研究では防波堤の設置した約 4 m の灯塔を望遠カメラでインターバル撮影した画像を用い、着
氷の成長と気象の間の関係について調べた。気象データは浜益アメダス（気象庁）の気温、風速、風向を浜益防
波堤の値に換算して用いた。また海象データとして海面水温（気象庁）を参照した。海水の結氷温度は–1.9℃を
用いた。Figure 2 に着氷断面積の増加量と ௦ܹሺ ௙ܶ െ ௔ܶሻ との関係を示した。 ௦ܹሺ ௙ܶ െ ௔ܶሻ の増加とともに着氷断面
積は単調に増加する結果となった。飛沫着氷は、飛沫の発生、飛沫の飛来、灯台の捕捉率、着氷率（熱収支など）








氷力が著しく低下する(Ozeki et al., 2012)。したがっ
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Figure 2  Relationship between predictor (product of air tem-
perature and wind speed) and cross-sectional growth rate. 
